
ＨＤＭ推進会（第８回）／ごみゼロネット推進会（第 30回）議事録

開催日：  2010 年 (H22年 )  10 月 25 日（月）10:00 ～ 12:00                

場  所：  ウエスト

出席者：  大橋、市原、杉本、平林、加藤、加賀谷、川村、斉藤、藤原、多田、桐生

( 作成 )

議  題：  

１．水戸市テントハウス型ＨＤＭ施設見学会の打合せ

●小金井市ごみ対策課がテント式の HDM施設を見学したいとフォレスト社竹井氏に申し入れて、見学会が

設定された。日時は11 月5日 ( 金)13:00北関東道水戸南インター出口に集合、竹井氏にご案内願う｡(大

橋)

●当会側の見学会参加者は、大橋､加藤､杉本､多田､桐生の５名。大橋氏の車に同乗させていただく。小金井で

の集合場所はイトーヨーカドー南側市役所へ向かう道路脇で当日 9:30 ｡ (大橋)

●見学先はエコファクトリー社。処理能力２㌧/日。テントの基礎はキャスター方式だが、地上に固定してい

る。(大橋) ･････キャスター式ならトレラーハウスと同様、建築基準法の適用は受けない｡ (川村)

●当該テントハウスを製作したエンドウテント社も見学に立ち会う。現地写真からは、このテントは屋根だけ

の方式で、我々が知りたい密閉方式ではない。密閉方式の場合はどうなるかを、エンドウテント社から説明

を受けたい。できれば、その様な質問をすることを予め相手に伝えておき、充実した説明が聞けることが望

ましい｡ (大橋)

２．ごみ対策課にＨＤＭ実証試験を前向きに取り組んで貰うための方策討議

●ごみ対策課の関係者が自分を見かけると避けようとする気配を感じる｡ (杉本) ･････推進担当者を決める

約束だが、まだ何も言ってこない｡今回の見学会でごみ対策課に現地で会えるから､その場で問いたい｡(大

橋) ･････ごみ対策課に市長から圧力が掛かっていると聞く｡ (平林)

●３月の請願で採決されているのに、この時点で何も具体的な行動に到っていない｡11/5の見学会の結果を踏

まえて、市会議員諸氏に進捗状況を報告する機会を持ち、援護射撃をお願いしたい｡ ( 市原 )

●11/22(月 ) に「ごみ問題調査等特別委員会」があるから、できるだけ多くの人たちで傍聴して欲しい｡( 市

原 )

●稲葉市長は明年の市長選挙出馬までに「ごみ処理問題」の結論を出さないとならない立場にある。現在､多

摩川衛生組合に加入する交渉をしており、その前段階として国分寺市との共同処理の約束を解消しておかね

ばならない。国分寺市自体が目下非常事態に陥っており、小金井市の不誠実を咎められる余裕がなく、小金

井市の共同処理解消の申し出を受けると思われる。多摩川衛生組合に入ってしまえば、小金井市のごみ全量

を焼却処理できるので、「小金井市のごみ処理問題は解決」であり、「HDMによる生ごみ処理を要しな

い」となる可能性もある。二枚橋土地も必要なくなる。議員の中でのHDM支持も低下する懼れがある。市

長選挙の前に決定する筈なので、対応を考える必要がある｡ (平林)

３．きらめきひらめき環境祭

  本年はパネル無しで屋台等を出し、お祭り形式で行うこととなった。 11/22に出店説明会がある。

重要行事と決定事項

（１）１１月  ３日 (祝)  町内会合同役員会で加藤氏が市庁舎問題とＨＤＭ実証試験について説明する。

（２）１１月 ５日(金 ) 水戸市のテントハウス型ＨＤＭ施設見学会／ごみ対策課にプロジェクト担当者を迫

る。

（３）１１月 ８日(月 ) １０時より「ＨＤＭ推進会議」／場所：ウエスト／議員諸氏への説明内容の相談を

行う。  

（４）１１月１５日(月 ) 午後３時より公民館本町分館集会室で議員諸氏への「ＨＤＭ実証試験推進状況報告



会」

（５）１１月２２日(月 ) ごみ問題調査等特別委員会／できるだけ多数の傍聴をお願いしたい。

（６）１１月２２日 ( 月 ) １０時より東京学芸大学内 環境教育実践施設にて「きらめきひらめき環境まつ

り」の出展説明会／平林氏、多田氏が出席／出展物・チラシ等準備する。

以

上
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